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議会報告会 報告書 

 

担当班：   １ 班  班代表者：堀毛 隆宏           

 

概要 

地区名 ： 今田地区 

日時  ： 平成 25 年 11 月 22 日（金） 

       19：30 ～ 21：25   

場所  ： 今田まちづくりセンター 

参加人数： 16 人(男 13 人・女 3人) 

【出席議員】 

堀毛隆宏 

奥土居帥心 

木戸貞一 

河南克典 

栗山泰三 

國里修久 

（１）開会あいさつ ： 堀毛 

（２）議会報告   ： 栗山 

（３）質疑応答   ： 下記参照 

（４）意見・提言等 ： 下記参照 

（５）閉会あいさつ ： 堀毛 

挨拶・総括    ： 堀毛 

司会進行     ： 木戸 

報告・ＰＰ操作  ： 栗山 

受付       ： 國里・河南 

記録       ： 國里 

写真･会場（マイク）： 奥土居 

 

【主な質疑】 

質疑・意見 回答 

・水道料金に関し、国が決めた税をなぜ市が負担しなければならない

のか。料金体制の歪みから修正をするのであれば分かるが、下水等、

多くの公共料金がある中で水道料金だけ下げるというのはおかし

いのではないか。 

・大きな問題であり、今後 3％ずつ市が支払う費用が増えていく事になりま

す。どのくらいの影響があるのかも含め、調査研究を進めていきたいと思

います。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・獣害防護柵が 1ｍ80 ㎝しか許可できないということで、鹿が越えて

しまうため、柵の上に網を張るなどして伸ばしている。設置するの

であれば、もっと理にかなう、実態にあったものにしていただきた

い。 

・手だてがないか議論が必要であり、検討していかなければならないと考え

ています。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・西紀運動公園のプールの水漏れの原因について説明願いたい。 

・原因は、はっきり分かっていませんが、プールの底のタイルが盛り上がっ

てきたことによるものです。補正額については、自動ドアの修理、シャワ

ー室のカーテン設置も含んだ金額です。 
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質疑・意見 回答 

・篠山小学校の耐震化工事の件について、建て替えができない理由は。 
・文化庁の許可が必要であるが、建て替えは認められず、現在の場所で教育

させたいという地元の意見も多くありました。 

・八上小学校は耐震化できたとしても、建物自体の老朽化は大丈夫な

のか。 

・八上小学校は、耐震化だけでなく改修も同時に行いました。設備面も含め

て完了しています。 

・防犯カメラの設置について、要望が提出されたからとのことである

が、要望があれば何でも対応するのか。 

・団体から署名を添付されて提出されました。県の補助と合わせて設置する

こととなっております。 

・ふるさとに乾杯条例について、条例とは厳格なものであり、市民が

守るべきものである。丹波杜氏や丹波焼、デカンショ節を振興した

いのであれば、もっとそれぞれの施策を考えていく必要がある。パ

フォーマンスにならないように検証してもらいたい。 

・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

・防災行政無線の件について、補正予算の内容は。 
・平成 26 年度本工事の前提となる、現地調査及び実施設計に係る委託費で

す。 

・鳥獣被害対策事業の補正予算額 33万円の内容は。 ・カラスの駆除費用及び捕獲する箱罠の購入費です。 

・賦課徴収費の補正予算額 501 万円の内容は。 
・主な内容は、県の緊急雇用就業機会創出基金事業により、市税の賦課・徴収

業務にかかる 4名分の臨時職員の雇用のための費用です。 

・人口減少を食い止めて、増やすことを考えて欲しい。味間、篠山は

新しい家が建ち人口が増えている。今田は新しい家も建たない。農

振（農業振興地域の整備に関する法律）の規制緩和等で何とかなら

ないか。 

・政策討論会を開催し、議員間で議論します。 
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質疑・意見 回答 

・10 年前に移住してきたが、篠山で老後は暮らせないと思う。出て

いく人を食い止め、呼び込む取り組みを強化していかなければ、人

口がどんどん減っていくのではないか。 

・定住促進に取り組んでいるところですが、全般的に新しい施策を提案して

いきたいと思います。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

・南矢代、初田の道路は農工団地用と考えているが、議会としてはど

のように考えているのか。 

・昭和 48年に農工団地指定され 40年位経ち、土地の相続ができていない状

況でしたが、残りあと 1件となり目途がたちつつあります。企業誘致がで

きなくても住宅用地とすることも可能ということで前進しています。 

・中央地区の農工団地に、回転すし等の会社は来ないのか。 

・農都の森構想については、何でも企業誘致できるわけではありません。回

転すし等、外食産業は一定の人口以上のところにしか来てくれないという

状況であり、不動産関係等専門家に取り組んでいただけたらと思います。 

・ササグローに白髪岳に登ってもらって写真を撮り、観光資源として

取り組んだらどうか。 

・市内各地区の有名な山城を、観光資源として提案をしていきたいと思いま

す。 

【空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例について】 

・すぐにでも対応しなければならない空き家はどれくらいあるのか。

空き家に厳しく対処できるのか。代執行した費用を請求できるの

か。 

・慎重に審議していきます。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

 


